
の
手
直
し
が
さ
れ
て
掲
載
に
至
る
わ
け
で
す
。
で
す
の
で
、
卒
業
生
の
論
文

掲
載
は
学
科
全
体
の
総
意
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
論
文
が
初
め
て
活
字
に
な
っ
た
喜
び
は
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
が
、

あ
ら
た
め
て
そ
の
初
心
を
忘
れ
ず
編
集
子
も
研
究
・
教
育
に
携
わ
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
な
か
で
も
最
大
限
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ
い
た
藤
女
子
大
学

図
書
館
に
は
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

（
Ｓ
）

　
　
　

編　

集　

後　

記

　
『
国
文
学
雑
誌
』
一
〇
六
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

本
号
は
専
任
教
員
の
三
本
の
論
文
と
二
〇
二
一
年
度
の
卒
業
生
の
論
文
三

本
、
計
六
本
の
論
文
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
分
野
別
で
は
、
日

本
語
学
（
古
典
語
系
一
本
、
近
現
代
語
系
二
本
）
三
本
、
古
典
文
学
一
本
、

近
代
文
学
が
二
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
『
藤
女
子
大
学
国
文
学
雑
誌
』
一
号
が
世
に
問
う
形
で
発
行
さ
れ
た
の
は
、

一
九
六
七
年
三
月
、「
学
園
紛
争
」
で
日
本
の
大
学
が
揺
れ
て
い
た
時
期
で

す
。
つ
ま
り
そ
れ
か
ら
半
世
紀
、
五
五
年
の
歴
史
を
く
ぐ
り
抜
け
て
き
た
雑

誌
で
す
が
、
そ
の
な
か
で
も
卒
業
生
の
優
秀
な
卒
業
研
究
（
論
文
）
が
三
本

も
載
る
の
は
近
年
め
ず
ら
し
い
と
こ
と
と
思
い
ま
す
。
特
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
あ
っ
て
、
卒
業
研
究
ゼ
ミ
も
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
を
強
い
ら
れ
た
な
か
で
指
導
に
あ
た
っ
た
教
員
も
隔
靴
掻
痒
の
状
態

で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
こ
に
無
事
掲
載
さ
れ
た
こ
と
は
喜
ば

し
い
限
り
で
す
。
と
い
う
の
も
、
藤
女
子
大
学
文
学
部
に
は
残
念
な
が
ら
大

学
院
が
な
く
、
本
学
科
の
研
究
・
教
育
水
準
を
世
に
問
う
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
主
に
当
雑
誌
に
な
り
ま
す
の
で
。

　

卒
業
生
の
論
文
掲
載
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
は
既
に
一
〇
二
号
の「
編
集
後
記
」

に
詳
し
く
書
か
れ
て
あ
り
ま
す
の
で
そ
ち
ら
を
参
照
に
し
て
い
た
だ
き
た
い

の
で
す
が
、
ま
ず
優
秀
な
卒
業
研
究
（
論
文
）
の
推
薦
が
指
導
教
員
あ
り
、

指
導
教
員
以
外
の
専
任
教
員
に
よ
っ
て
査
読
が
行
わ
れ
、
最
終
的
に
は
最
後

二
〇
二
二
年
六
月
二
十
五
日　
　

印
刷

二
〇
二
二
年
六
月
三
十
日　
　
　

発
行

藤
女
子
大
学  

国 

文 

学 

雑 

誌 

（
第
106
号
）

定
価　
　

五
〇
〇
円　

 　
　
　
　
　

	

振　

替　

〇
二
七
〇
〇

－

四

－

一
六
八
〇
七
番

編
集
人

　
　
　
　
　
　
　
　

 

平　
　

 

田　
　
　

英　
　

夫

発
行
人

	

札
幌
市
北
区
北
十
六
条
西
二
丁
目

発
行
所	

藤
女
子
大
学
日
本
語
・
日
本
文
学
科
研
究
室
内

	

藤
女
子
大
学
日
本
語
・
日
本
文
学
会

印
刷
所	

札
幌
市
中
央
区
北
六
条
西
十
八
丁
目

	

㈱
４
９
１
ア
ヴ
ァ
ン
札
幌


